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◎  平成 27 年労働災害発生状況※平成 27 年の災害統計は 3 月末で確定しました。 

 

 

大河原署管内 宮城局管内 

H26 H27 前年比 H26 H27 前年比 

製造業 計 53  51  -2 452 (1) 421 (3) -31  

食 料 品 製 造 業 20  15  -5 217  178  -39  

機械金属製造業 18  17  -1 85  124  39  

建設業 計 25 (1) 22  -3 402 (7) 372 (5) -30  

土 木 工 事 業 13 (1) 5  -8 123 (4) 109 (1) -14  

建 築 工 事 業 11  14  3 239 (3) 216 (4) -23  

そ の 他 の 建 設 1  3  2 40  47  7  

運輸交通業 計 15  12  -3 382 (7) 326 (4) -56  

道路貨物運送業 13  11  -2 331 (5) 278 (4) -53  

商 業 29  17 (1) -12 438 (3) 378 (1) -60  

全 産 業  180 (2) 159 (3) -21 2,510 (22) 2,282 (22) -228  

※休業４日以上の死傷労働災害（労働者死傷病報告による）。前年比は死傷者数。（人） 

※( )は内数で死亡者数 ※機械金属製造業は、鉄鋼業・金属製品・一般機械・電気機械・輸送機械製造業の合計。 
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 ３月１６日、当署管内の道路改良工事現場で、 

一人で測量作業をしていた被災者が、右折してき 

たダンプトラック（当該工事現場とは無関係）に 

轢かれて死亡しました。 

被災者は、道路中央でマーキング作業等のために 

しゃがんで作業をしていたものと推測されます。 

【災害防止対策】 

（工事現場において） 

１ 事前に作業場所の状況に応じた作業計画を定め、これに基づき行わせること。 

２ 測量作業は単独では実施せず、できる限り複数で実施すること。 

３ 誘導員を配置し、通行車両に注意を促すこと。 

４ 測量中であることを看板等により明示すること。 

５ 安全チョッキの着用等、目立つ服装をすること。 

（車両の運転において） 

１ 優先道路に進入する際は、交差点に進入する前に一旦停止し、左右を確実に確認した後、交差点

に進入すること。 

【留意事項】  

交通量の少ない道路であったとしても、必ず車両が通行すると考え危険予知することが必要です。

特にカーブがある、交差点がある等見通しが悪い場所で測量を行う場合、車両運転者がいち早く測

量者がいることに気づけるよう、誘導員を配置する、表示板を設置するなどの安全対策が必要です。 

企業も労働者も加害者、被害者にならないよう全社を挙げて交通労働災害の防止に取り組みましょう。 

 

 

 

当署には、解雇や賃金不払の相談のほか、労働条件が不明確なため、労働時間、割増賃金、年次有

給休暇の労働条件が法定どおりになっているか、不安を抱える労働者からの相談が多数寄せられてい

ます。 

事業主の皆様におかれては、労働者を雇い入れる際には、正社員、パート、アルバイト等を問わず、

必ず労働基準法で定められた労働条件を書面により交付願います。 

労働条件通知書（モデル様式）は宮城労働局ホームページ又は当署窓口で入手可能です。 

 

 

 

新年度を迎え、新入学生の方がアルバイトで働く機会が増える時期です。 

学生アルバイトについては、いわゆる「ブラックバイト」と呼ばれる違法な長時間労働などの実態が

社会問題化していることから、厚生労働省では4月から7月まで上記キャンペーンを実施し、学生ア

ルバイトの労働条件確保に向けた周知啓発を行っています。 

学生を雇用する事業主の皆様におかれては、労働条件通知書の交付を徹底する等法令遵守を徹底し

ていただくとともに、学業との両立を図るための労働時間のシフト設定等の配慮をお願いします。 

 

道路上で  測量作業中、ダンプトラック  に轢かれ死亡する災害が発生しました  

 道路上で測量作業中、ダンプトラックに轢かれ  
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労働条件や安全衛生の確保・改善、労災補償等についてご不明な点やお悩みのことがあれば、お気軽にご相談ください。 

労働条件関係は監督課、労働災害防止・健康確保対策関係は安全衛生係、労働保険料・労災保険関係は労災係まで。 

とまれ 

労 働 条 件 は 労 働 条 件 通 知 書 で 明 示 し ま し ょ う 。 

「建設業における死亡災害の増加を

踏まえた対応の強化」の緊急要請展

開中！！ 

「アル バ イ ト の 労 働 条 件 を 確 か め よ う ！ 」 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 中 で す 。 


